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下
水
道
事
業
区
域

　

小
城
市
で
は
快
適
な
生
活
環
境

の
創
出
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
事
業
を

推
進
し
て
お
り
、
現
在
次
ペ
ー
ジ

の
地
図
の
区
域
を
下
水
道
事
業
区

域
と
し
て
、
下
水
道
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

 
下
水
道
事
業
区
域
内
に

家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
へ 

●
下
水
道
受
益
者
負
担
金

（
分
担
金
）

　

小
城
市
で
は
下
水
道
事
業
実
施

区
域
内
に
家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
に
下
水
道
事
業
費
の
一
部
負

担
と
し
て
下
水
道
受
益
者
負
担
金

（
分
担
金
）
の
納
付
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　

家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は

下
水
道
受
益
者
と
な
り
下
水
道
受

益
者
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
下
水
道
受
益
者
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
）の
額

…
一
戸
当
り　

万
円

１８

◆
納
付
方
法

・
分
割
納
付
…
４
年
分
割

（
年
３
期
）

・
一
括
納
付
…
当
初
ま
た
は
分
割

　

納
付
途
中
に
お
い
て
一
括
納
付

　

す
る
。

◆
一
括
納
付
報
奨
金

　

一
括
納
付
の
場
合
は
最
大　

％
２０

の
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

分
割
納
付
途
中
で
一
括
納
付
に

変
更
さ
れ
た
場
合
も
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
の

納
付
時
期
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
下
水
道
供
用
開
始
済
区
域
に

お
住
ま
い
の
方
へ 

　

供
用
開
始
済
（
下
水
道
が
使
用

で
き
る
）
区
域
に
お
住
ま
い
の
多

く
の
方
は
既
に
下
水
道
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
は
皆
様
に

利
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
効

果
が
現
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
は
早
め
に
下
水
道
を
利
用

す
る
た
め
の
宅
内
排
水
設
備
工
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
を
も
た
ら

し
、
大
切
な
水
環
境
を
守
る
た
め

に
も
必
要
な
事
業
で
す
。
現
在
合

併
処
理
浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
下
水
道
を
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は

　

宅
内
排
水
設
備
の
設
置
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
次
の
事
項
を
確
認

の
う
え
、
早
め
に
設
置
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
宅
内
排
水
設
備
工
事
業
者

　

排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定

し
て
い
る
小
城
市
排
水
設
備
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
排
水
設
備
工
事
に
係
る
補
助

金
・
融
資
制
度

　

排
水
設
備
工
事
を
行
う
に
あ
た

り
、
一
時
的
に
資
金
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
工
事
費
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

〈
下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立
金

補
助
金
交
付
制
度
〉

　

排
水
設
備
工
事
の
た
め
に
、
市

が
指
定
し
て
い
る
金
融
機
関
で
３

年
以
上
継
続
し
て
積
立
を
さ
れ
て

い
る
方
へ
、
積
立
金
額
ま
た
は
排

水
設
備
工
事
費
の
２
％
の
金
額
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

〈
小
城
市
水
洗
便
所
等
改
造
資
金

利
子
補
給
制
度
〉

　

排
水
設
備
工
事
の
た
め
に
、
市

が
指
定
し
て
い
る
金
融
機
関
で
借

入
を
さ
れ
た
方
に
、
借
入
金
の
返

済
後
、
借
入
金
の
利
息
分
を
交
付

い
た
し
ま
す
。

※
両
制
度
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
下
水
道
を利

用
さ
れ
て
い
る
方
へ 

　

下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

に
は
阻
集
器
（
ク
リ
ー
ン
ま
す
）

の
清
掃
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

週
に
一
回
程
度
の
清
掃
、
ま
た

は
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
清
掃

後
の
ゴ
ミ
は
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

集
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
使
用
料
金

　

下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
一
か
月
毎
の
水
道
使
用
水
量
に

応
じ
て
下
水
道
使
用
料
金
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
使
用
料
金
算
定
基
準

※
一
か
月
に
つ
き

◆
納
付
方
法

　

納
付
書
に
よ
る
納
付
お
よ
び
口

座
振
替
に
よ
る
納
付

※
口
座
振
替
の
手
続
き
は
小
城
市

内
金
融
機
関
窓
口
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
納
期
限
…
毎
月
末

【
問
合
せ
】

　

下
水
道
課　

管
理
係

（
芦
刈
庁
舎
）

　

☎　

－

８
８
２
７

６３

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

超過料金
（１㎥につき）

基本
料金使用水量

―８００円０㎥～７㎥

１５０円８㎥～５０㎥

１６０円５１㎥～１００㎥

１８０円１０１㎥以上

（消費税が別途かかります。）
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多久市

江北町

牛津川

国道 203号→国道 203号→

↑
JR長崎本線
↑
JR長崎本線

国道 34号国道 34号

三日月処理区三日月処理区

牛津処理区牛津処理区

砥川処理区砥川処理区

芦刈処理区芦刈処理区

堀江処理区堀江処理区

佐賀市

下水道事業区域・供用開始済区域図

受益者負担金
（分担金）は区域
内にある住宅を
所有する方に１
戸につき１８万円
負担していただ
くものです。

下水道受益者負
担金（分担金）
を負担していた
だく区域です。
５年以内に下水
道が使用できる
ように事業を
行っていきます。

　　　　

下水道事業区域
又は下水道事業
実施予定区域
（事業の進捗に
より区域は拡大
します）

下水道を使用す
る場合は、毎月
使用料を納付し
てください。
下水道積立・利
子補給等がある
場合はご相談く
ださい。

下水道が使用で
きる区域です。
できるだけ早く
下水道に接続し
てください。
接続工事は指定
店でお願いしま
す。

　　　　

下水道供用開始
済区域
（平成２０年３月末
供用開始を含む）

　清水処理区（小城町清水）と織島処理区（三日月町織島）も下水
道供用開始済区域ですが、今回の地図には掲載しておりません。



こんにちは　　　　　です

4

小城市総合計画（戦略プロジェクト4）小城市総合計画（戦略プロジェクト4） No.12
　小城市総合計画の連載シリーズの最後となりましたが、今月号では、戦略プロジェクト４「宝ぴかぴか輝きプロ
ジェクト」の内容及び１９年度の主な取り組みについてお知らせします。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　野口・村岡　☎６３－８８０３

戦略プロジェクト4「宝ぴかぴか輝きプロジェクト」
　1　プロジェクトの内容　　
　「宝ぴかぴか輝きプロジェクト」は、小城市特有の自然や歴史、文化などを本市の宝として磨きあげ活用することにより、市民が自
信と誇りを持ち、文化的で質の高いまちづくりを積極的に目指します。
　また、ゆっくり・ゆったりとしたスローライフなまちづくりを進めるなど、優れた景観の選定・保存、地域資源を生かした地域再生
事業にも取り組みます。

　限られた経営資源（人材・財源・時間等）の選択と集中により、市民の皆様のニーズにより的確に応える戦
略的かつ重点的な市政運営を推進するため、各施策を横断的に捉えた４つのプロジェクトを「戦略プロジェク
ト」として設定しているものです。

ー戦略プロジェクトとはー

①子どものびのび
　健やかプロジェクト

②水きらきら
　快適プロジェクト

③みんないきいき
　健康プロジェクト

④宝ぴかぴか
　輝きプロジェクト

　2　１９年度の主な取り組み　
○スローライフ推進事業（牛津庁舎：企画課　☎６３－８８０３）
　　小城市のよさを見つめなおし、個性と魅力あふれるまちづくりを推進するための事業です。今年度は勉強会の実施とスローライフ
プランを策定しています。

○小城市都市計画マスタープラン策定事業（芦刈庁舎：まちづくり推進課　☎６３－８８２６）
　　都市計画マスタープランは、市民の皆様の意見を伺いながら、小城市のまちづくりの現状と課題を明確にし、今後のまちづくりを
進めるための基本方針を定めるものです。

　　この基本方針に基づいて、土地利用、都市施設、市街地開発などの、整備を進めていくことになります。　
○まちづくり交付金事業（芦刈庁舎：まちづくり推進課　☎６３－８８２６）
　　人口減少や高齢化が急速に進行する芦刈地区において、①定住人口の増加、②交流人口の増加、③地元購買率の向上、を目標とし
て芦刈庁舎周辺を整備計画区域に設定し、地域・交流センター（交流施設、直売所、加工所等）などの整備や地域住民と行政の協働
によるソフト事業も実施し、総合的なまちづくり事業を進めていきます。

　　国のまちづくり交付金を活用しての事業で、今年度から平成２３年度の５年間で実施していきます。
○小城市まちづくり活動支援事業（芦刈庁舎：まちづくり推進課　☎６３－８８２６）
　　小城本町の建築協定による和で統一する美しい街並みづくりや歴史文化資源を見直す取り組みに対して、支援を行っています。
○２２世紀に残す佐賀県遺産支援事業（桜城館：文化課　☎７３－８８０９）
　　市内に存在する「２２世紀に残す佐賀県遺産」の修理補助です。今年度は小城町の小栁酒造の煙突補修工事への支援を行いました。

　参考　プロジェクトのイメージ図　

文化
優れた景観・歴史的な街並みの選定
美しい街並みの整備促進
屋根のない博物館事業の展開

商工業
豊富な農林水産物を生かした特産品
や郷土料理の開発・販売の促進

観光
観光ボランティアの育成
観光ルートの開発
ＥＴＣ専用インターチェンジ設置の
推進

農林水産業
都市住民と農漁村との交流の促進

宝ぴかぴか輝き
プロジェクト

※「スローライフ」という考え方はヨーロッパが発祥です。日本でも高度経済成長期の考え方を経て、スローライフの思想が出て
きました。スピード社会の中でも（スピードが必要であることも認めながら＝緩急自在）ゆったりとした暮らしや文化を大事にし
ようというような考えのもとに生まれた大きなくくりの言葉です。
　具体的には、「ゆっくり、ゆったり、心ゆたかに－」。マイナスイメージをプラスに考える、結果だけでなく過程を楽しむ、地
域の自然・歴史・伝統・文化を大切にして暮らす、などといったものです。



各課からのお知らせ
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No.12

　小城市は、市民の皆さまとの協働により「スローライフなまちづくり」を進めていきます。「スローライフ
なまちづくり」は、小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化を大切にし、その良さを身近に感じ、それら
を暮らしに生かすことにより小城市で暮らす価値に気づいていただくとともに、「緩急自在」にそれぞれに
あった暮らし方をすることで、総合計画の基本目標である「質の高い美しいまち」を目指すものです。
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののののののののののスススススススススススススススススススススロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフのののののののののののののののののののののテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーマママママママママママママママママママママ確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　「スローライフ」という取り組みは、各自治体でも行われています。
　例えば…
・岐阜県多治見市「みちくさ」…楽しみながらのウォーキングを実施し、みちくさマップづくりやみちくさ作
文コンテストを実施。
・岩手県遠野市「これからの遠野物語」…「遠野物語」のこころを伝え、身近なところでのおもてなしなど。
・山口県柳井市「まちづくりからまちづかいへ」…柳井市が持つ有形無形の財産を活用する。
・兵庫県宝塚市「花とあこがれ」「花の市民交流」…花があふれているまち、人も花という取り組み。
・東京都三鷹市「スローライフなＩＴ都市」…ＩＴを暮らしの豊かさやゆとりにつなげる取り組み。
・静岡県掛川市「スローライフシティ」を名乗る最初の自治体…積み重ねてきた生涯学習が活かされるまちづ
くり。
　そこで、スローライフ小城の会でも、小城市の特色が表されるスローライフのテーマを考えました。

　小城市のスローライフのテーマを考える時に基本としたこと
　　・市民の願い、市の政策をひとことでまとめて表し伝えたい。
　　・これまでの議論が活かされるものにしたい。
　　・できるだけ簡潔にし、印象が強く口ずさみやすいもの。
　　・４つの地区を１つにつなぐもの。
　　・全国に向かって発信、アピールができるもの。

＊この言葉が生まれるまで、会では２時間びっしりと議論をしました。表に出したい言葉がいろいろとあり、
議論し尽くし、さて、次回へ持ち越しかと思われた時に、ふとこのフレーズが生まれ出てきました。
　まず、全国へ発信する時に「有明海」という言葉ははずせないと考えました。「天山から」を加えること
により小城市全体を表現します。そしてもう一つのキーワードが「水」です。小城市は天山山系から流れて
くる「水」でつながっています。
　「水」には攻撃的な面もありますが、環境をつくり、私たちの命を守っています。
　名水百選に選ばれている水、江里山地区の甘露水などの水が流れ、お米も麦も、全ての農作物、鯉料理、
お酒、羊羹、サイダー、素麺も育て上げ、やがてその「水」は宝の海有明海へとたどりつき、日本一を誇る海苔
など有明海の恵みを私たちに与えてくれます。そしてその水のそばで私たちの暮らしが営まれているのです。
　天山から有明海までの多様な資源とそれを紡ぐ「水」を大切にする小城市のスローライフを、市民（個人、
団体、事業所、行政）が一緒に考え、ともに行動していきましょう。

樫

 天山 から 有明海 へ　水つむぎ
やま うみ

私たちが議論を重ねてきました…５０音順
　鮎川　好彦　　野田　朋子
　石橋　正明　　福山テル子（副会長）
　伊東　　里　　古川久美子
　岡本　力男　　眞子　雅允
　加藤　淳己　　村岡　安廣（会長）
　久保　憲雄　　森口　好実　
　末次正二郎　　≪以上スローライフ小城の会≫
　高橋　亮子　　県庁より・市町村課・観光課
　田中　康教　　市役所より・企画課・農林水産課
　　　　　　　　　　　　　・商工観光課・文化課

【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・森永（健）
　　　　　　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８　Ｅメール　kikaku@city.ogi.lg.jp　　　

＊ご好意でこの漫画を描いていただいている櫻木淳子さんの個展が開かれます。
　日　時　３月１５日（土）～３０日（日）　８：００～２０：００（日祝１０：００～１８：００）…３月２０日（木）は休み
　場　所　トネリコカフェ≪佐賀市白山アーケード内≫
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３
月
３
日
の
「
雛
祭
り
」
で
、

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
、

春
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
卒
業
式
・
終
業
式

を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
進
級
・
進

学
・
就
職
と
新
し
い
一
年
へ
巣

立
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
『
親
の
役
割
』
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
『
家
族
力
は
大

切
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
、

「
家
族
の
機
能
」
の
一
つ
と
し
て

『
家
族
（
親
）
は
子
ど
も
を
社
会

か
ら
守
り
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
を
社
会
人
と
し
て
一
人
前

の
人
間
に
育
成
す
る
こ
と
が
大
切

な
役
割
』
と
述
べ
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
親
と
し
て
の
重
要
な
役
割
な

の
で
す
。

　

こ
こ
で
、
基
本
的
な
『
親
の
態

度
』
を
３
点
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
そ
の
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
行
動
を
認
め
、
褒
め
た
り
励

ま
す
こ
と
。

②
不
適
切
な
良
く
な
い
行
動
を
し

た
時
に
は
、
制
止
や
注
意
や
叱
責

を
す
る
こ
と
。

③
し
つ
け
の
基
準
を
両
親
で
決
め

て
、
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
。

　

②
と
③
は
分
か
り
や
す
い
で
す

が
、
①
が
難
し
い
で
す
。

　

『
発
達
段
階
に
応
じ
た
行
動
』

を
見
極
め
る
の
が
大
変
な
の
で
す
。

　

家
庭
生
活
だ
け
で
は
、
発
達
の

水
準
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
の
先

生
と
連
絡
を
良
く
と
っ
て
判
断
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
過
程
で
『
心
理

的
』
に
節
目
と
な
る
４
・
５
歳
の

頃
の
第
一
反
抗
期
と
、　

歳
か
ら

１１

　

歳
の
頃
の
第
二
反
抗
期
が
あ
り

１４ま
す
。

　

幼
児
の
頃
の
反
抗
は
、
『
自
分

で
す
る
。
お
兄
ち
ゃ
ん
に
・
お
姉

ち
ゃ
ん
に
な
る
』
と
い
う
意
識
で

自
分
を
主
張
し
ま
す
。

成
功
・
失
敗
を
繰
り
返
さ
せ
て
、

一
歩
・
二
歩
と
前
進
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
褒
め
て
や
っ
た
り
、
叱
責
し

た
り
し
て
、
自
尊
心
が
高
く
な
っ

た
り
、
欲
求
不
満
耐
性
（
が
ま
ん

す
る
力
）
が
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
親
子
の
触
れ
合
い

で
、
子
ど
も
は
親
の
愛
を
感
じ
た

り
親
は
子
ど
も
の
行
動
傾
向
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
生
の
子

ど
も
の
反
抗
は
、
一
年
以
上
か
け

て
『
今
の
自
分
か
ら
脱
皮
し
よ
う
。

親
を
超
え
よ
う
』
と
も
が
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
直
接
の
相
手
が
父

で
あ
り
母
な
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
、
親
は
子
ど
も
の

相
手
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

子
ど
も
は
親
を
よ
く
観
察
し
て
、

評
価
を
し
ま
す
。

　

親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
で

反
発
し
、
親
の
出
方
を
見
ま
す
。

そ
し
て
親
は
、
自
分
自
身
の
親
へ

の
反
抗
を
思
い
出
し
て
、
自
分
な

り
の
対
応
を
し
ま
す
。　

　

こ
れ
を
何
回
も
繰
り
返
す
こ
と

で
発
達
状
態
を
知
り
、
子
ど
も
が

ど
ん
な
大
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
が
分
か
り
、
子
ど
も
の
思

い
を
認
め
た
り
励
ま
し
た
り
し
て
、

親
子
は
落
ち
着
い
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
期
や
安

定
し
た
時
期
を
経
過
し
て
、
子
ど

も
は
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

『
放
っ
て
お
い
て
も
子
は
育

つ
』
な
ん
て
こ
と
を
よ
く
言
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
『
親
の
役
割
』
を

そ
の
親
は
放
棄
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

親
が
子
ど
も
を
か
ま
わ
ず
に
、
好

き
勝
手
放
題
に
さ
せ
、
放
任
す
る

と
、
子
ど
も
は
す
ぐ
に
『
低
次
元

の
欲
求
充
足
』
を
求
め
、
社
会
的

な
逸
脱
行
動
を
繰
り
返
し
て
い
き

ま
す
。

そ
し
て
、
親
の
言
う
こ
と
は
聞
か

な
い
し
、
先
生
や
社
会
機
関
の
指

導
に
も
反
発
し
、
社
会
人
と
し
て

の
要
素
が
欠
け
た
人
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
は
、
数
年
後
か
に

「
何
で
、
あ
の
頃
、
私
を
放
っ
て

お
い
た
と
ね
ー
」
と
い
う
よ
う
な

声
を
出
し
、
親
は
責
任
を
社
会
的

に
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
日

一
日
と
発
達
し
て
い
き
ま
す
。

　

親
も
、
子
ど
も
と
共
に
発
達
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

第
10
回　

〜
親
の
役
割
〜

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう

0952－72－1021
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　男女共同参画に関する諸問題について海外研修で自覚と意識を高め、地域の女性リーダーの育成と佐賀
県の男女共同参画社会づくりに寄与するため、財団法人佐賀県女性と生涯学習財団（アバンセ）の助成事業
「つばさ自主企画支援プログラム事業」が行われています。今年度は、４団体の海外編４企画､国内編１
企画が実施されました。その企画の一つ佐賀県翼の会･佐賀市郡支部が企画した～ドイツ･チェコの男女
共同参画を観てみよう（１１月１８日（日）～１１月２５日（日））～に小城市の方も参加されました。
　アバンセでは、２０年度も様々な事業が実施されますのでみなさんもどしどし参加してみませんか概

男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー

平成平成19199年度つばさ自主企画支援プログラム事業年度つばさ自主企画支援プログラム事業

“ドイツ･チェコの男女共同参画社会を観てみよう”に参加されて“ドイツ･チェコの男女共同参画社会を観てみよう”に参加されて

平成19年度つばさ自主企画支援プログラム事業

“ドイツ･チェコの男女共同参画社会を観てみよう”に参加されて

田中真弓さん（小城町）
　ドイツ・ヴィースバーデン市　クワハウス
　ドイツの人口の動向も年々少子高齢化社会になり、日本と同様な
ところがありました。少子化対策として働く女性のための、託児所
増設が決定されましたが､反面預けるための費用はどうなるのか､サ
ポートしてくれるのか､今も問題になっているということでした。
　基本的には家庭で行うべきものという根強い社会規範があり難し
い中でも、育児に対する経済的支援は手厚いものとなっています。
日本ももっと育児手当、託児所などを充実させ、安心して子どもを
育てられる環境を整えていければと思います｡

ドイツ・ミュンヘン市　森の幼稚園
　園舎はなく森の中で１日過ごすという、日本では見られない幼
稚園のあり方でした。自然の中にすべての教育があるという考え
方で､季節の移り変わりを肌で感じながら子ども達はいろんなこと
を学んでいくということでした｡「森の中で子どもを遊ばせるとい
うことは、誘拐とか心配ないのか？」という私たちの質問に対し
てそういうことはまったくないということでした。今の日本では
治安上とても考えられないことですが、森の幼稚園のように自然
からの教育というものを大切にしていかなければと思いました｡

チェコ・プラハ市　老人ホーム
　市の管理で､スタッフ９０人で経営されています。定員２００人ですので、２人に１人のスタッフが関わ
るということになりますが、基本サービス以外の提供をしようとす
るとこれくらいの人数がいるそうです。
　基本的に日本の老人ホームとあまり変わらず、高齢化社会になり
入居希望者に対して施設が不足しているということも同じようでし
た。
　ドイツ、チェコの旅では、日本と同じようなところもたくさんあ
ると感じました。働く女性のためのサポートも参考になることがあ
りました。
　今回参加して、勉強させてもらったことを少しでも役にたてられ
るようにできればと思います。

【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　森永（喜）・坂田　緯６３－８８０３　胃６３－８８０８

つばさ自主企画支援
プログラム報告会

今年度､支援を受けたグループが
活動状況を報告されます｡
日　時：平成２０年３月１５日（土）
　　　　１３：００～１７：００
会　場：アバンセ第３研修室
参加料：無料
申　込：不要
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有
料
広
告

有料広告募集中！
『市報おぎ』を使ってあなたのお店をＰＲしてみま
せんか？申込方法など詳細はお問合せください。
■掲載料　縦４．５㎝×横８．５㎝　　１０，０００円
　　　　　縦４．５㎝×横１７．５㎝　　２０，０００円
【問合せ】秘書広報課（牛津庁舎）
　担当　納富　緯６３－８８０１
　Email：hishokouhou@city.ogi.lg.jp
　HP：http://www.city.ogi.lg.jp

　　　　よさこい教室（第２回）
　簡単な準備運動の後に、よさこいの振りの
練習をします。　
踊りが好きな方、踊りを始めたい方など大歓
迎!!
☆日　時　平成20年３月23日（日）
　　　　　10時～12時（9：30受付開始）
☆場　所　芦刈農村環境改善センター
　　　　　多目的ホール（芦刈庁舎南）
☆参加費　１人100円（小学生未満は無料）
問合せ先　芦刈YASSAI隊　古賀
　　　　　☎080－1706－5537
※同時に農村カフェ実施予定

踊りが好きな方
体を動かすことが好きな方

　　　　 花いっぱい運動
　芦刈庁舎周辺の清掃後に、花壇へ花苗を植
えます。
　花が大好きで自宅の庭でガーデニングを楽
しんでいる方、花と緑を使った地域活動に興
味のある方など、大歓迎!!
☆日　時　平成20年３月20日（祝）
　　　　　９時集合（１時間程度）
☆集合場所　市役所芦刈庁舎　正面玄関
問合せ先　芦刈町婦人会　古川
　　　　　☎0952－66－1410

地域活動に参加しませんか ?地域活動に参加しませんか ?地域活動に参加しませんか ?

芦刈地区都市再生整備計画芦刈地区都市再生整備計画

　芦刈地区都市再生整備計画では、地域や世代を超えた『交
流』を促進するため、市民が自主的、自発的に行うまちづくり
活動を支援しています。
　今回、この事業を活用してまちづくり活動が行われますの
で、これを機会に花づくりや踊りから地域活動を始めませんか?

「人が集い心豊かに暮らす循環型スローフード・スローライフタウン」を目指し、まちづくり交付金を活
用して平成19年度から23年度の5年間で様々な事業を予定しています。
　市役所芦刈庁舎を中心とした整備地区（43.7ha）に、街の顔となる地域交流センタ－（物産直売所、
加工所、交流施設等）やコミュニティ公園、さらにそれら施設間の結節性を高める人にやさしい道路、遊
歩道等の整備をします。また、景観ガイドライン・
街づくりルールブックの作成や市民のまちづくり活
動に対する支援なども進めていきます。
【問合せ】まちづくり推進課　谷山・田中　
　　　　　☎63－8826

地域活動を始めたい!!

花が好きな方
緑化に興味のある方

の紹介
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司法書士は、あなたの身近な法務アドバイザーです。

佐賀県小城市小城町２７８番地３
☎0952－72－5518江原司法書士事務所

　司法書士は、多重債務の整理、簡易裁判所の訴訟代理、不動産・会社の登記、成年後見制度・任意後見制
度、裁判所へ提出する書類の作成、民事トラブルの法律相談など、あなたの身近な相談相手としてお役にた
ちます。お気軽にご相談ください。
　ご予約いただければ（土）（日）もご相談をお受けします。

有
料
広
告

4月から資源物収集に
飲料缶（アルミ缶・スチール缶）が追加！！

　これまで、燃えないごみとして金物類のコンテナに入れてもらっていた飲料缶を資源物収集の第３
水曜日（発泡スチロールの収集日）に追加収集いたします。なお、資源物の収集日の間違いが見受け
られますので収集日はきちんと守りましょう。

※他の品目についても平成２０年度版ごみカレンダーで出し方等を確認しましょう。

注　意出　し　方資源物の種類収集日

従来どおり発泡スチロール

毎月第３水曜
日の午前９時
までにお出し
ください。

スチール製でも
飲料以外のもの
や飲料ビンは、
もえないごみへ。

空き缶は水洗いしてください。（タバコ、
紙くず等が中にあれば取り除く。）
適当な大きさの透明又は半透明の袋に入れ
各行政区に指定された資源物集積所へ出し
てください。

※発泡スチロールと飲料缶は別々の袋にお
　出しください。

アルミ缶・スチール缶（飲料用） 

このマークの
付いたもの

※ジュース缶、ビール缶など

　　　　粗大ごみの処理に困ったときは！　　　　
　燃えるもの指定袋に入らない大きさのもえるごみ、もえないごみ収集コンテナに入らない金物
類、ビン・ガラス類を各家庭まで取りに伺います。

申し込み方法　生活環境課又は各庁舎総合窓口で申し込みを受け付けます。
受 付 時 間　平日の８：３０～１７：００

収 集 料 金　粗大ごみ１個につき５００円（申し込みのときに支払う）

収 集 日　生活環境課より収集日の連絡・収集場所の確認を電話で行います。
　　　　　　　収集場所は屋外敷地（玄関前、車庫前など）になります。

※小城市では収集出来ない品目もありますので、詳しくは担当までお尋ねください。
【問合せ】生活環境課（小城庁舎）廃棄物対策係　担当　大島・田中　☎７３－８８０３
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●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用
、
市
内

の
現
状
は

　

平
成　

年
３
月
に
小
城
郡
内
４

１７

町
が
合
併
し
誕
生
し
た
本
市
は
、

旧
町
ご
と
に
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
＝
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
の
利

用
環
境
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
エ
リ
ア
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。（
表
）

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
が
、
全
域
で
利
用
可
能
な

三
日
月
町
と
牛
津
町
に
比
べ
、
小

城
町
と
芦
刈
町
は
利
用
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
芦
刈
町
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
全
く
利
用
で
き
ず
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
も
利
用
で
き
な

い
地
区
が
、
世
帯
の
３
割
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
格
差
解
消
へ
の
第
一
歩

　

最
近
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

世
帯
普
及
率
も
高
く
、
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
が
日
常
生
活
や
企
業
活
動

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
や

県
で
は
、
１
０
０
％
の
世
帯
が
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
作
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
情
報
面
で

の
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
の
整
備
を
重
点

実
施
事
業
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
小
城
町

と
芦
刈
町
に
つ
い
て
も
、
情
報
環

境
の
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
芦
刈
町
か
ら
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
同
社
の
事
業
へ
の

支
援
に
よ
り
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
４
月
か
ら
芦
刈
町
全
域
で
利
用

可
能

　

同
社
は
、
２
月
か
ら
芦
刈
町
内

で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
敷
設
工

事
を
実
施
し
、
４
月
か
ら
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

　

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
下

り
最
大　

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
の
イ
ン
タ
ー

２４

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
や
映
画
や
ス
ポ
ー

ツ
、
音
楽
な
ど
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル

な
ど
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
地
域
の

情
報
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
電
話
の
Ｉ
Ｐ
電
話
な

ど
様
々
で
す
。（
詳
細
は
、
佐
賀

シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
の
ホ
ー
ム

w
w
w
.bunbun.co.jp

ペ
ー
ジ 
 
 
             
）、

又
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

－

　

－

３
７
３
４
へ
お
問
い
合
わ

５５
せ
く
だ
さ
い
。）

【
問
合
せ
】
情
報
政
策
課

（
牛
津
庁
舎
）
担
当　

深
町

　

☎　

－

８
８
０
７

６３

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
の
異
動

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

　

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
軽

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
３
月

末
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど

の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
前
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
場
合
に
は
必
ず
手
続
き
を

車
を
売
買
、
廃
車
し
た
と
き

所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

車
体
を
変
更
し
た
と
き

標
識
の
紛
失
、
破
損
、
字
体
が
消

え
た
と
き

盗
難
に
あ
っ
た
と
き
（
警
察
署
に

盗
難
届
を
出
し
た
後
、
廃
車
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

車
検
用
納
税
証
明
書

　

車
検
を
受
け
る
と
き
に
は
納
税

証
明
書
が
必
要
で
す
。
納
税
通
知

書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明

書
（
車
検
用
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
領
収
印
が
な
い
も
の
は
無

効
で
す
。）

【
問
合
せ
】　

税
務
課　

課
税
係

（
小
城
庁
舎
）
担
当　

永
江

　

☎　
－

８
８
０
１

７３

ケーブルテレビ（CATV）及び
高速インターネット（ブロードバンド）環境

芦刈町牛津町三日月町小城町

×○○○
（一部未整備）CATV

○
（一部未整備）○○○

（一部未整備）
ブロード
バンド

※ブロードバンドは、ADSL及びケーブルテ
レビインターネットによる。

有
料
広
告

　

芦
刈
町
で
４
月
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

～
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
利
用
で
き
ま
す
～　
　

　

本
市
も
出
資
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
の
佐
賀
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
（
本
社
／
佐
賀
市
）
＝
ぶ
ん
ぶ
ん
テ

レ
ビ
が
、
今
年
４
月
か
ら
芦
刈
町
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
芦
刈
町
で
は
、
同
社
が
提
供
す
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
ほ
か
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
の
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
や
地
元
情
報
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
事
業
に
対
し
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し
助
成
を
行
い
ま
す
。
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４
月
に
狂
犬
病
予
防 

集
合
注
射
を
行
い
ま
す

　

本
年
も
４
月
に
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
場
所
や

実
施
日
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
次
号
「
３
月　

日
号
の

２０

市
報
お
ぎ
」
で
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
登
録
が
お
済
み
の

方
に
つ
い
て
は
、
「
案
内
は
が

き
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
生
後　

日
以
上
の
犬
に
つ
い
て

９１

は
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
と
生
涯
１
回
の
登
録
が
法
律
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
て
、
ま
だ
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

秋
野
・
川
浪

　

☎　

－

８
８
０
３

７３

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

平
成　

年
４
月
か
ら
受
付
中
の

１７

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付

は
、
３
月　

日
で
終
了
し
ま
す
。

３１

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お

１７

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名
国
債

４０

１０

が
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

ま
だ
、
請
求
さ
れ
て
い
な
い
ご

遺
族
の
方
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
時

効
に
よ
り
請
求
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

３１

【
問
合
せ
】

　

社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係　

（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

古
賀

　

☎　

－

８
８
２
５

７３

「
小
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

審
議
会
委
員
」
の
募
集
に

つ
い
て

　

小
城
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成　

年
度
よ
り
２
年
間
、
小
城
市

２０
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
し
て
、
ご
審

議
く
だ
さ
る
方
を
左
記
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。

１　

募
集
期
間　

平
成　

年
３
月

２０

　

日（
月
）か
ら
３
月　

日（
火
）

１０

２５

（
当
日
必
着
）

２　

募
集
人
員　

３
名
程
度

３　

応
募
資
格　

小
城
市
内
に
在

住
す
る　

歳
以
上
の
成
人
で
、
ス

２０

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
学
識
の
あ
る
者

と
し
、
本
人
に
よ
る
応
募
の
み
と

す
る
。

４　

任　
　

期　

２
年
間

５　

活
動
内
容　
　

次
に
掲
げ
る
事
項
の
調
査
審
議
及

び
建
議

ス
ポ
ー
ツ
技
術
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
資
質
向
上
に
関
す
る
こ

と
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
並
び
に
ス

ポ
ー
ツ
行
事
の
実
施
及
び
奨
励
に

関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
審

議
及
び
建
議
。

審
議
会
は
、
年
２
回
程
度
の
会
議

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

６　

応
募
方
法　
　

　

任
意
の
市
販
の
履
歴
書
等
を
利

用
し
て
「
氏
名
」
「
生
年
月
日
」

「
住
所
」
「
連
絡
先
」
「
活
動
経

験
」
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、

小
城
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
小
城
庁
舎
）
へ
持
参
、
あ
る
い

は
郵
送
に
て
募
集
期
間
内
（
必

着
）
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
☎　

－７３

８
８
０
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

７　

応
募
先　

〒
８
４
５－

８
５
０
１

小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地　
２１

小
城
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

社
会
体
育
係

【
問
合
せ
】

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

池
田

　

☎　

－

８
８
０
８

７３

有
料
広
告
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～
人
権
の
ま
ど
～

人
権
＝
人
義
を
育
て
る
！

　

小
城
市
社
会
教
育
指
導
員

早
田　

圭
吾

　

「
人
権
教
育
と
し
て
の
学
校
給

食
の
実
施
と
拡
大
を
！
」
中
学
校

で
も
、
と
退
職
教
員
の
Ｏ
Ｂ
が
運

動
を
や
っ
て
い
る
自
治
区
が
あ
る
。

豊
か
な
国
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る

今
の
日
本
に
。

　

ご
飯
か
ら
、
一
汁
の
お
椀
か
ら

湯
気
が
、
香
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
囲
み
な
が
ら
子
ど
も
達

（
中
学
生
）
が
食
し
て
い
る
。
そ

ん
な
風
景
の
給
食
を
中
学
校
で
広

め
て
い
け
な
い
か
な
あ
、
と
。

　

給
食
が
子
ど
も
の
命
と
暮
ら
し

を
つ
な
い
で
い
る
事
実
が
あ
る
。

せ
め
て
、
学
校
の
中
く
ら
い
家
の

状
況
に
よ
っ
て
き
つ
く
、
し
ん
ど

く
な
る
思
い
を
し
な
い
で
い
い
よ

う
に
、
孤
食
、
個
食
を
包
み
超
え

て
い
く
人
と
人
と
の
温
も
り
の
関

係
が
、
人
権
と
い
う
も
の
の
ふ
れ

合
い
で
あ
る
と
柔
ら
か
に
捉
え
ら

れ
た
ら
い
い
な
あ
！

　

か
た
や
、
給
食
費
を
払
え
る
の

に
払
わ
な
い
給
食
費
未
納
の
家
庭

が
増
え
て
い
る
実
態
が
あ
る
と
聞

く
。
懇
談
会
で
、
人
権
、
人
権
と

い
う
と
角
が
立
つ
、
と
い
っ
た
声

も
あ
っ
た
。

　

人
権
と
は
、
「
人
間
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

持
っ
て
い
る
権
利
」
～
自
然
権
～

温
も
り
の
関
係
に
角
が
立
つ
、
こ

れ
も
人
権
を
守
る
た
め
の
厳
し
さ

だ
と
言
い
過
ぎ
た
ら
さ
び
し
い
。

　

せ
め
て
、
子
ど
も
の
い
の
ち
、

日
々
の
く
ら
し
に
温
も
り
が
保
て

る
共
同
体
の
維
持
に
い
い
知
恵
が

な
い
も
の
か
、
何
か
で
き
る
間
に

合
う
う
ち
に
。
人
権
を
守
る
、
育

て
る
大
人
の
役
わ
り
と
義
務
、
権

利
と
義
務
は
同
体
で
あ
る
。
～
そ

ん
な
一
体
の
育
ち
が
で
き
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
！　

名
誉
侵
害
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

の
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

　

「
人
権
」
─
そ
れ
は
、
だ
れ
も

が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利
で

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
な
お
日
常
生
活

の
場
に
お
い
て
、
悪
質
な
噂
を
流

し
て
人
の
名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け

た
り
、
ま
た
、
他
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
な
ど
の
個
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
事
象
が
跡
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

悪
質
な
噂
を
流
す
な
ど
し
て
人

の
名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け
る
こ
と

は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本

的
人
権
の
侵
害
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
み
だ
り
に
私
生
活
へ
侵

入
さ
れ
な
い
、
他
人
に
知
ら
れ
た

く
な
い
私
生
活
上
の
事
実
や
情
報

を
公
開
さ
れ
な
い
な
ど
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
権
利
の
保
障
が
な
け
れ

ば
平
穏
な
生
活
が
阻
害
さ
れ
、
各

個
人
の
幸
福
追
及
に
対
す
る
権
利

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
何
気
な
い
言
葉
や
行

動
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

は
か
り
知
れ
な
い
心
の
痛
み
を
覚

え
る
人
が
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
、
幸
せ
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
と
き
に
は
自
分
の
人

権
と
他
人
の
人
権
が
ぶ
つ
か
り
合

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、

人
は
ひ
と
り
で
生
き
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
が
お
互
い
を
思
い
や

り
、
他
人
の
人
権
を
守
る
こ
と
が
、

ひ
い
て
は
自
分
の
人
権
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
　

世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
、

２１
み
ん
な
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　

市
民
課
人
権
・
同
和
対
策
室

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

小
柳
・
円
城
寺

　

☎　

－

８
８
０
０

７３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

◆
保
険
料
◆

　
　

歳
以
上
（
老
人
医
療
で
障
害

７５
認
定
を
受
け
て
い
た
方
は　

歳
以

６５

上
）
の
方
は
、
４
月
か
ら
全
員
が

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

佐
賀
県
の
保
険
料
率

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
１
人
当

た
り
の
保
険
料
「
均
等
割
額
」
と
、

所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
「
所

得
割
額
」
を
合
計
し
て
、
個
人
単

画
臥

蚊
蚊

位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊

●
保
険
者
均
等
割
額
４
７
、
４
０

０
円
（
被
保
険
者
全
員
が
負
担
す

る
も
の
）

所
得
割
率
８
・
８
％
（
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
も
の
）

◆
所
得
の
低
い
方
の
軽
減
措
置

　

所
得
の
低
い
方
は
、
保
険
料
の

被
保
険
者
均
等
割
が
世
帯
の
所
得

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

水
準
に
あ
わ
せ
て
７
割
、
５
割
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
の
方

の
軽
減
措
置

　

今
ま
で
保
険
料
を
負
担
し
な
く

て
よ
か
っ
た
方
の
保
険
料
は
４
月

か
ら
２
年
間
被
保
険
者
均
等
割
の

み
で
そ
の
１
／
２
に
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
度
は
、
本
来
負
担
す

２０

べ
き
保
険
料
の　

％
を
軽
減
し
ま

９５

す
。
（
平
成　

年　

月
か
ら
納
付

２０

１０

開
始
）

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合　

☎　

－

８
４
７
６

６４

　

ま
た
は　

小
城
市
国
保
年
金
課

　

老
人
医
療
係

　

☎　

－

８
８
０
２

７３
７，３６２，５８２円～２，０３０，００１円１，６８０，００１～２，０３０，０００円０円～１，６８０，０００円年金額
５００，０００円（限度額）９１，４００～５００，０００円５１，１００～８１，９００円１４，２００～２７，４００円保険料額

なしなし２割７割均等割軽減割合

２，３８０，００１円～１，９２５，００１～２，３８０，０００円１，６８０，００１～１，９２５，０００円０～１，６８０，０００円夫
年金額

７９０，０００円７９０，０００円７９０，０００円７９０，０００円妻
１２２，２００～５００，０００円７２，６００～１１２，７００円３６，９００～５８，４００円１４，２００～２７，４００円夫保険

料額 ４７，４００円３７，９００円２３，７００円１４，２００円妻
なし２割５割７割均等割軽減割合

例１）１人世帯の場合

例２）夫婦２人世帯の場合（妻の年金額を基礎年金額の７９万円とする）
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入 札 結 果 の 公 表

国
民
年
金
《
任
意
加
入
制

度
》
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

　

・
５
歳
、
女
性　

・
５
歳
（
Ｈ

７８

８５

　

簡
易
生
命
表
よ
り
）。し
た
が
っ

１７て　

歳
か
ら
の
年
金
生
活
は
男
性

６５
で
約　

・
５
年
、
女
性
は　

・
５

１３

２０

年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
女

性
の
一
生
の
４
分
の
１
は　

歳
以

６５

降
の
時
期
な
ん
で
す
ね
。

◆
任
意
加
入
制
度
◆

　

日
本
に
住
ん
で
い
る　

歳
以
上

６０

　

歳
未
満
の
方
や
、
外
国
に
住
ん

６５で
い
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

２０

６５

は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
例
】
過
去
に
未
納
期
間
が
あ
る

方
が
、　

歳
か
ら
国
民
年
金
に
任

６０

意
加
入
し
て
１
年
間
保
険
料
を
払

う
と
、
年
間
で
約
１
９
、
８
０
０

円
増
額
し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
生

涯
受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
額
の
改
定

　

平
成　

年
４
月
か
ら
国
民
年
金

２０

保
険
料
が
改
定
に
な
り
ま
す
。

（
旧
）
月
額
１
４
、
１
０
０
円 

　
　
　
　
　

↓ 

（
新
）
月
額
１
４
、
４
１
０
円

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係

　

担
当　

円
城
寺

　

☎　
－

８
８
０
２

７３国
民
健
康
保
険
の 

被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

４
月
か
ら　

歳
～　

歳
の
国
民

４０

７４

健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
内

臓
脂
肪
型
肥
満
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目
し
た
健

康
診
査
「
特
定
健
康
診
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

小
城
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
方
全
員
に
、
受
診
券
と
問

診
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付

【
前
期
高
齢
者
（　

～　

歳
）
】

７０

７４

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
窓
口
負
担
２
割
と

２０す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３

２０

２１

月
ま
で
の
１
年
間
、
１
割
据
え
置

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
窓
口
負
担
割
合
１

割
の
方
は
有
効
期
限
が
「
平
成　
２０

年
３
月　

日
」
と
な
っ
て
お
り
ま

３１

す
が
「
平
成　

年
７
月　

日
」
ま

２０

３１

で
と
し
た
新
し
い
保
険
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
負
担
３
割
の
方
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
退
職
被
保
険
者
証
（　

歳
以

６５

上
・
被
扶
養
者
）
】

　

平
成　

年
４
月
か
ら
退
職
医
療

２０

制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
の
保
険
証
（
ピ
ン
ク
色
）
が

一
般
被
保
険
者
証
（
水
色
）
に
変

わ
り
ま
す
。

　

保
険
証
は
３
月
中
旬
～
下
旬
に

配
達
記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
方
は
、

期
限
が
切
れ
た
後
（
３
月　

日
以

３１

降
）
に
各
自
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

ど
確
実
に
処
分
し
て
い
た
だ
き
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

４
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の 

年
金
天
引
き
開
始

　

４
月
か
ら　

歳
以
上
の
年
金
受

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

６５

給
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
世
帯
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係

　

担
当　

堤

　

☎　

－

８
８
０
２

７３
市
民
農
園
入
園
者
募
集
！

　

小
城
町
平
原
の
小
高
い
丘
に
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
入
園
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
募
集
区
画　

４
区
画

◆
貸
付
面
積　

１
区
画　

㎡
１２

◆
利
用
料
金　

年
間
６
千
円

◆
利
用
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
～
平
成　

２０

２１

　

年
３
月　

日
ま
で
（
更
新
可
）

３１

◆
募
集
期
限　

　

平
成　

年
３
月　

日
（
水
）

２０

１９

　

※
先
着
順

◆
設
備　

駐
車
場
、
水
道
、
簡
易

　

ト
イ
レ

【
申
込
・
問
合
せ
】

　

農
林
水
産
課　

農
政
企
画
係

（
芦
刈
庁
舎
）
担
当　

永
渕

　

☎　

－

８
８
２
０　

６３

５年１年任意加入期間

８４６，０００円１６９，２００円保険料の総額

約９９，０００円約１９，８００円増加する年金額
は年間で

１，３３６，５００円２６７，３００円
男性が平均寿命ま
で長生きすると、
増加額の累計は

２，０２９，５００円４０５，９００円
女性が平均寿命ま
で長生きすると、
増加額の累計は

＜参考＞

保険料額及び金額は、平成１９年度の額です。

小城庁舎○

小城駅○
○桜楽館

○
市民病院

◎市民農園

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。 
　入札結果のとりまとめは小城市芦刈庁舎建設課管理係で行っておりますが、入札結果の詳細については、各入札執行
　課へ直接お問合せ下さい。  　　　　　　　公表担当：産業建設部 建設課 管理係　右近　緯６３－８８２５

（単位：円、％）（１月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

入札
執行課落札率予定価格

（うち消費税相当額）
落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

建設課
６３－８８２５９４．７２１７，２９３，５００

（８２３，５００）
１６，３８０，０００
（７８０，０００）

株エイ・ティ
・ジー

株江里口造園小城支店・株城南建設・株中部ガス
有岩松建設・株エイ・ティ・ジー・協栄建設株・株嶋本建設

北小路市民病院線　
道路改築工事

下水道課
６３－８８２７９４．５０１１，４４５，０００

（５４５，０００）
１０，８１５，０００
（５１５，０００）株城南建設

南里土木株・株豊城建設・株城南建設・水田建設株
株中部ガス・株永田建設・有古川建設

有岩松建設・株嶋本建設

芦刈特定環境保全公共下水
道事業
牛王第6号管渠布設工事

農村整備課
６３－８８２１９７．６６１７，５２４，５００

（８３４，５００）
１７，１１５，０００
（８１５，０００）株ミゾタ有小松鉄工所・株田中鉄工所・株ミゾタ・株協和製作所

鉱害復旧施設維持管理
砥川北部地区　
灌水施設改修工事

教育総務課
７３－８８０６９５．００１０，１３５，６５０

（４８２，６５０）
９，６２８，５００
（４５８，５００）有岩松建設

株江里口造園小城支店・株城南建設・株中部ガス
有岩松建設・株エイ・ティ・ジー
協栄建設株・株嶋本建設

岩松小学校
県道杉山小城線拡幅に伴う
移転工事
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小
城
町
を
拠
点
と
し
、
市
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
「
小
城
の
自
然

を
育
て
る
会
」
が
、
２
月
３
日
に

供
佐
賀
県
環
境
に
や
さ
し
い
県
民

運
動
功
労
者
僑
と
し
て
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
小
城
の
自
然
を
育
て
る
会
」

は
平
成
２
年
か
ら
自
然
環
境
に
関

す
る
講
演
会
の
開
催
や
供
野
鳥
や

昆
虫
の
住
む
森
づ
く
り
僑
と
し
て

植
林
や
草
刈
り
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
会
で
は
新
規
会
員

を
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
保
護
活
動
な
ど
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
左
記
連
絡

先
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
会
費
）
年
間　

１
、
０
０
０
円

■
「
小
城
の
自
然
を
育
て
る
会
」

事
務
局　

事
務
局
長　

浦
川
ま
で

☎　

−

６
９
３
６

７２

 

「
小
城
の
自
然
を

育
て
る
会
」
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た

　

岩
松
小
学
校
で
は
、
毎
年
５
年

生
が
外
国
の
留
学
生
や
国
際
交
流

員
を
招
い
て
、
羊
羹
作
り
を
メ
イ

ン
に
し
た
国
際
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
中
国
、
ネ
パ
ー

ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら　

人
の
方

１０

を
お
招
き
し
て
２
月
１
日
に
実
施

し
ま
し
た
。
最
初
に
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
言
葉
で
あ
い
さ
つ
を
し
、
歓

迎
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

場
所
を
調
理
室
に
移
し
、
水
田
羊

羹
の
社
長
さ
ん
の
指
導
で
一
緒
に

羊
羹
作
り
を
し
ま
し
た
。
作
り
な

が
ら
国
の
こ
と
や
好
き
な
食
べ
物

な
ど
を
聞
い
て
、
話
が
は
ず
み
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
書
道
や
茶
道
、

剣
道
な
ど
日
本
の
文
化
に
ふ
れ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

 

羊
羹
作
り
で
国
際

交
流

　

２
月
２
日
・
３
日
に
、
文
化
連

盟
牛
津
支
部
主
催
に
よ
る
お
ひ
な

ま
つ
り
が
牛
津
会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

牛
津
町
内
外
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
１
７
０
体
に
も
の
ぼ
る
お
雛

様
、
木
目
込
人
形
、
市
松
人
形
、

さ
げ
も
ん
等
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

展
示
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
は
「
童

心
に
帰
っ
て
、
ふ
と
目
を
閉
じ
る

と
五
人
囃
子
の
お
囃
子
や
お
人
形

達
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
遊
外
売
茶
流
に
よ
る

お
茶
席
も
も
う
け
ら
れ
、
来
場
者

達
は
一
服
た
し
な
み
な
が
ら
一
足

早
い
春
の
訪
れ
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

 

供
第
1
回
お
ひ
な

ま
つ
り　

牛
津
僑

in

　
　
　

大
盛
況　
!!

　

佐
賀
県
に
お
け
る
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
及
び
発
展
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
社
会
体

育
団
体
に
小
城
市
軟
式
野
球
連
盟

が
選
ば
れ
、
平
成　

年
２
月
７
日
、

２０

県
庁
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
桜
岡
少
年
野
球
部
・

牛
津
中
学
校
・
医
療
法
人
ひ
ら
ま

つ
病
院
・
市
体
協
A
・
市
体
協
B

な
ど
県
レ
ベ
ル
の
大
会
で
優
勝
さ

れ
る
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
幅
広
い
世
代
に
わ
た
り
活
躍
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

 

平
成　

年
度
佐
賀

１９

県
社
会
体
育
優
良

団
体
表
彰
に
小
城

市
軟
式
野
球
連
盟
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お
客
さ
ん
の
善
意

　

を
本
に
託
し
て

　

今
年
１
月
に
や
き
と
り
与
作

様
（
三
日
月
町
）
よ
り
善
意
の

寄
付
金
６
１
、
５
４
５
円
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

店
主
の
高
塚
幸
治
さ
ん
は

「
寄
付
金
は
お
客
さ
ん
の
つ
り

銭
な
ど
を
お
賽
銭
と
し
て
い
た

だ
い
た
お
金
で
す
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
図
書
購
入
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
図
書

館
の
書
籍
購
入
費
と
し
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

牛
津
っ
子
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（　

団
体
、
２
４
０
人
）
の

５０

協
力
に
よ
る
第
２
回
津
の
里
子

ど
も
ま
つ
り
が
２
月　

日
に
ア

１７

イ
ル
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
で
は
、
お
花
紙

で
製
作
し
た
『
ド
ラ
え
も
ん
』

と
『
ド
ラ
ミ
ち
ゃ
ん
』
が
お
出

迎
え
。
ロ
ビ
ー
に
は
「
み
ん
な

の
生
け
花
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
、
持
ち
寄
っ
た
花
や
枝
を

思
い
思
い
に
生
け
て
入
場
し
ま

し
た
。
会
場
内
で
は
、
楽
団
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
の
ほ
か
、
竹
あ
そ
び
や

ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
な
ど
多
く
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

子
ど
も
達
は
自
由
に
コ
ー
ナ
ー

を
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防

自
動
車
や
世
界
最
小
の
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
な
ど
の
働
く
車
も
展
示

さ
れ
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
大

満
足
の
一
日
で
し
た
。

 

子
ど
も
ま
つ
り
に 

　

一
〇
〇
〇
人

　

有
明
海
漁
業
協
同
組
合
芦
刈

支
所
青
年
部
（
西
村
誠
二
部

長
）
が
４
日
、
ノ
リ
の
日
（
２

月
６
日
）
を
前
に
、
市
内
の
幼

稚
園
５
箇
所
、
保
育
園
８
箇
所

へ
ノ
リ
約
１
、
４
４
０
袋
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
青
年
部
の
メ

ン
バ
ー
が
地
域
へ
の
還
元
と
ノ

リ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
市
役
所
芦

刈
庁
舎
を
訪
れ
、
西
村
部
長
が

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
今
季
の

冷
凍
ノ
リ
で
す
。
芦
刈
の
お
い

し
い
ノ
リ
を
食
べ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
園
児
た
ち
に
手
渡
し

ま
し
た
。

 

市
内
の
園
児
に
ノ

　

リ
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

第
６
回　

ア
・
カ

ペ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト

　

２
月　

日
、
市
の
ま
ち
づ
く

１０

り
団
体
で
あ
る
供
お
ぎ
お
ん
僑

（
お
ぎ
音
楽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

の
主
催
で
「
ア
・
カ
ペ
ラ
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
小
城
公
民
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

鹿
児
島
県
を
は
じ
め
福
岡
、
長

崎
な
ど
県
内
外
か
ら　

ユ
ニ
ッ

１５

ト
が
出
場
、
伴
奏
な
し
で
奏
で

る
美
し
い
声
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
名
曲
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、

お
笑
い
ソ
ン
グ
な
ど
幅
ひ
ろ
い

ジ
ャ
ン
ル
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ

た
観
客
は
一
緒
に
口
ず
さ
み
な

が
ら
満
足
そ
う
な
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
「
（
株
）
あ
に
そ

ん
部
」
は
デ
ビ
ル
マ
ン
の
テ
ー

マ
を
歌
い
２
連
覇
を
達
成
、
そ

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

 

小
城
少
年
少
女
合

唱
団
発
表
会

　

２
月　

日
、
小
城
少
年
少
女

２４

合
唱
団
の
第　

回
発
表
会
が
小

１４

城
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

童
謡
や
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
の
合

唱
、
ゲ
ス
ト
の
と
し
＆
し
ゅ
う

い
ち
さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
と

ギ
タ
ー
演
奏
、
毎
年
恒
例
の
オ

ペ
レ
ッ
タ
「
お
し
い
れ
の
ぼ
う

け
ん
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会
場
を
訪

れ
た
約
１
５
０
人
は
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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小城市民病院院長 
　　　　佐藤　彬 

「肩こり」
　　　　　について
「肩こり」
　　　　　について

肩
こ
り
に
は
多
く
の
人

が
悩
ん
で
い
る

　

厚
労
省
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、

気
に
な
る
症
状
の
ベ
ス
ト
３
は
女

性
で
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
手
足
の

関
節
が
痛
む
、
男
性
で
は
、
腰
痛
、

肩
こ
り
、
咳
や
痰
の
順
番
で
す
。

多
く
の
人
が
肩
こ
り
に
悩
ん
で
い

ま
す
。

肩
こ
り
の
症
状

　

重
い
石
を
乗
せ
ら
れ
た
感
じ
、

板
が
入
っ
て
い
る
感
じ
、
背
中
が

張
る
、
首
が
回
ら
な
い
な
ど
は
解

り
や
す
い
症
状
で
す
が
、
頭
痛

（
ひ
ど
い
時
は
嘔
吐
し
た
り
、
治

る
の
に
２
週
間
も
か
か
る
事
が
あ

り
ま
す
）
や
、
不
眠
症
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
。

肩
に
か
か
る
負
担

　

始
め
に
人
間
が
立
っ
て
手
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
肩
こ
り

が
起
き
る
と
書
き
ま
し
た
が
、
頭

の
重
さ
が
３
～
４　

、
片
方
の
腕

kg

も
３
～
４　

、
合
わ
せ
る
と
約　

kg

１０

～　
　

も
の
重
さ
を
肩
は
支
え
て

１２
kg

い
る
の
で
す
。

肩
こ
り
の
原
因
は
血
行

不
良

　

肩
こ
り
の
原
因
を
一
言
で
表
す

と
、
肩
の
血
行
不
良
で
す
。
正
常

の
筋
肉
は
良
く
動
き
ポ
ン
プ
の
役

目
を
し
て
肩
の
血
流
を
促
し
ま
す
。

肩
こ
り
の
人
の
筋
肉
は
縮
み
、
筋

肉
の
繊
維
は
膨
ら
ん
で
血
管
を
圧

迫
し
血
行
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

す
る
と
疲
労
物
質
の
乳
酸
が
貯
ま

り
、
神
経
を
刺
激
し
、
脳
で
痛
み
、

こ
り
を
感
じ
ま
す
。
す
る
と
防
御

反
応
と
し
て
筋
肉
が
な
お
縮
み
、

ま
す
ま
す
肩
こ
り
が
ひ
ど
く
な
る

悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
常
生
活
と
肩
こ
り

　

一
番
多
い
の
が
姿
勢
の
悪
さ
で

す
。
肩
こ
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
背
中
を
伸
ば
し
て
顎
を
引
き
、

頭
を
真
っ
直
ぐ
に
す
る
事
で
す
。

主
婦
の
台
所
仕
事
、
皿
洗
い
な
ど

前
屈
み
、
パ
ソ
コ
ン
を
長
時
間
使

う
、
バ
ッ
グ
を
何
時
も
同
じ
肩
に

か
け
る
な
ど
で
す
。

　

バ
ッ
グ
は
１
日
交
代
で
、
左
右

使
い
分
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

同
じ
姿
勢
を　

分
続
け
た
ら
５
分

３０

は
肩
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　

後
は
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
、

運
動
不
足
、
寒
さ
な
ど
が
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
枕
が
原
因
の
事
も
あ
り
ま

す
。
朝
起
き
た
時
、
肩
が
凝
っ
て

い
た
り
、
手
が
し
び
れ
る
日
が
続

い
た
ら
枕
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
専
門
店
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。筋

緊
張
性
頭
痛

　

頭
痛
の
中
で
最
も
多
い
も
の
で

肩
こ
り
が
原
因
で
す
。
後
頭
部
を

中
心
に
重
た
い
感
じ
が
す
る
頭
痛

で
す
。
肩
こ
り
が
首
か
ら
頭
へ
及

ん
だ
も
の
で
す
。
結
構
ひ
ど
い
症

状
を
示
す
事
が
あ
り
ま
す
の
で
肩

こ
り
を
軽
く
考
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。肩

こ
り
体
操

　

薬
に
よ
る
治
療
も
あ
り
ま
す
が
、

肩
こ
り
の
治
療
で
は
何
と
言
っ
て

も
自
分
で
す
る
体
操
が
一
番
で
す
。

　

首
の
運
動

（１）傾
け
る
：
前
に
曲
げ
、
次
に
後
ろ

へ
、
さ
ら
に
左
右
へ
を
１
単
位
と

し
て
５
回
繰
り
返
し
ま
す
。
筋
肉

の
の
び
た
所
で
３
秒
間
止
め
て
下

さ
い
。
呼
吸
は
止
め
ず
に
自
然
に

し
て
下
さ
い
。

ね
じ
る
：
左
右
交
互
に
５
回

ゆ
っ
く
り
大
き
く
ま
わ
す
：
左
右

そ
れ
ぞ
れ
５
回

　

肩
の
運
動

（２）肩
を
す
く
め
る
：
肩
を
上
げ
３
秒

間
止
め
、ゆ
っ
く
り
お
ろ
す
。５
回

肩
を
回
す
：
肘
を
は
っ
て
大
き
く
、

内
回
し
、
外
回
し
各
５
回

肩
を
伸
ば
す
：
体
の
前
で
手
を
伸

ば
し
、
反
対
の
手
で
引
き
寄
せ
る
。

こ
の
運
動
は
背
中
の
張
り
に
効
き

ま
す
。
左
右
５
回

　

以
上
の
運
動
は
続
け
る
事
が
大

切
で
す
。
１
日
３
回
２
週
間
で
効

果
が
出
て
き
ま
す
。

　

暖
め
る

（３）
　

簡
単
な
の
は
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

で
す
。
１
回
５
分
を
何
回
か
行
っ

て
下
さ
い
。
入
浴
も
効
果
的
で
す
。

ひ
ど
い
時
は
、
シ
ャ
ワ
ー
を
患
部

に
集
中
的
に
か
け
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。
入
浴
の
後
で
肩
こ
り
体

操
を
す
る
と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

医
師
に
相
談
す
べ
き
肩

こ
り

　

腕
か
ら
手
に
か
け
て
の
し
び
れ
、

手
の
力
が
弱
く
な
る
、
痛
み
が
長

く
続
く
時
、
強
い
痛
み
の
時
は
、

病
気
が
潜
ん
で
い
る
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
一
度
医
師
に
相
談
し
て

下
さ
い
。

　

肩
こ
り
は
、
人
間
が
立
っ
て
腕

を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
宿

命
的
な
症
状
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
肩
こ
り
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
で

解
決
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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 だまされない　ともちゃん

訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７

市民課（小城庁舎）消費生活相談係　担当　小柳・円城寺
緯７３－８８００　内線２１４５

困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
！！

ま
ず
は
電
話
で
相
談
し
て
ね
！

  相談事例
「住宅用火災警報器の設置が義務化された。この地区を回っている
が、設置していないのはお宅だけ。」と言って販売員が訪問し、承諾
もしていないのに部屋に上がり込み火災警報器を２台設置した。代金
は２万９千円で現金で支払ったが領収書も貰っていない。外出してい
た家族が帰ってきて近所に問い合わせたところ「そのような業者は来
てない」と言われた。　　　　　　　　　　　　　　（５０歳代　女性）

火災警報器の
悪質商法にご用心！
義務化を強調し契約をせまる !?

アドバイス
①設置の義務化をことさら強調して勧誘する。
②消防署など公的機関等の職員と錯覚させるような服装や言葉で、商品の契約が義務であるように言い、契約
をさせる商法をかたり商法と言います。
消防署の職員が火災警報器を販売したり、特定の業者に販売を委託することはありません！
③既存住宅の住宅用火災警報器は、佐賀県内では、平成２３年５月３１日までに設置する必要があります。

だまされないためのポイント
１　不明な点があれば、関係機関に連絡し確認しましょう。
２　訪問した人に身分証明書、名刺等の提示を求めましょう。
３　いらない時はきっぱりと断りましょう。
４　住宅用火災警報器はホームセンターなどで、通常１台６千円～１万円程度で販売されています。また、

自分で簡単に取り付けることができます。
　　悪質な業者は不当に高額な料金で販売することがありますので、訪問を受けてもその場ですぐに決め

ずに、他の販売店等で、商品の規格、価格等を十分比較検討しましょう。
　　契約を急がせる業者は要注意です。
５　国が定める基準に合った警報器には、日本消防検定協会の鑑定マーク
　　（ＮＳマーク）が付いていますので、購入の目安にしてください。
６　契約をする前に、家族や知人に相談しましょう。
７　訪問販売の場合は書面を受領した日から８日以内であれば、クーリング・オフ（無条件解約）ができ

ます。（クーリング・オフ期間の８日間を過ぎていても、業者がウソの説明をした場合などは契約を
取り消すことができる場合もありますので、まずは消費生活相談窓口へ！）

法
律
で
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。近
所
の
方

は
皆
さ
ん
設
置
済
み
で
す
。
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第１２回佐賀県さわやかスポーツ・レク
リエーション祭　参加者募集

１．期日及び会場
　平成２０年５月２５日（日）　
　武雄市、杵島郡及び佐賀市内
２．実施内容
交流大会（２４種目）
グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、壮年サッ
カー、ソフトバレーボール、女子ソフトボール、
ラージボール卓球、ターゲット・バードゴルフ、
男女混合綱引、年齢別テニス、年齢別ソフトテ
ニス、バウンドテニス、年齢別バドミントン、
壮年ボウリング、マスターズ陸上競技、イン
ディアカ、フォークダンス、トランポリン、ペ
タンク、オリエンテーリング、ハイキング、リ
ズムダンス、３Ｂ体操、ミニテニス、よさこい

ニュースポーツ体験コーナー
（数種目を選定して実施する）
　※内容等の詳細は種目別実施要項によるもの
　　とする。
３．参加料
　選手・監督一人につき６００円（傷害保険料を含
む）。ただし、参加料納入後の返却は行わない。
４．参加申込
　参加を希望する者及びチームの代表者は、参
加申込書に必要事項を記入し、市教育委員会生
涯学習課（小城庁舎）または市各公民館へ参加料
を添えて平成２０年４月１４日（月）までに提出する
こと。
５．その他
　参加申込書等は、市生涯学習課または市各公
民館に備えているほか、佐賀県ホームページよ
りダウンロードすることができます。
　市体育協会からの出場助成はありません。
問合せ　生涯学習課　社会体育係（小城庁舎）
　　　　担当　池田　☎73－8808

「ねんきん特別便」―巡回相談のお知らせ―
　社会保険庁からみなさまに順次「ねんきん特
別便」が郵送されています。（現時点ではまだ全
ての方には届いてはいません。）
　その「ねんきん特別便」が届いた方を対象に、
社会保険事務所による巡回相談を実施します。
【日時】３月２６日（水）１０：００～１５：００
【場所】小城市役所三日月庁舎（２階）
　　　　２−１会議室
【相談に必要なもの】
　「ねんきん特別便」、年金証書、印鑑
★代理の方が相談に来られる場合は「委任状」が
必要です。
問合せ　小城市役所　国保年金課
　　　　☎73－8802（円城寺）

「小城市書に親しむ日」を開催します
　明治の書聖と呼ばれた、中林梧竹を生んだ小
城市として、祖先から受け継がれてきた書の文
化に親しんでもらおうと、「小城市書に親しむ
日」を開催し、市民の方に書（筆文字）に親し
んでもらう。
　各自書（題あり）を書き、その書を先生方に
指導していただく。
日　時　３月２３日（日）１０：００～１２：００
　　　　受付　９：３０～１０：００
場　所　芦刈町農村環境改善センター、
　　　　牛津公民館、小城公民館、
　　　　三日月保健福祉センター（ゆめりあ）
対象者　小城市民
参加料　無　料
持参するもの　習字道具・新聞紙
主　催　小城市教育委員会　　　　　　
問合せ　小城市文化課　担当　福島
　　　　☎73―8809

薬害肝炎被害者救済特別措置法説明会
　平成２０年１月に施行されたこの法律に関して、
薬害肝炎訴訟九州弁護団の弁護士さんによる説
明会を開催します。
日時　平成２０年３月１６日（日）　１４：００～１５：３０
場所　佐賀市東与賀町文化ホール「ふれあい館」
　　　武雄市北方公民館
主催　佐賀県　＊入場無料、申込不要
問合せ　佐賀県健康増進課
　　　　☎25―7024

若者自立支援セミナー
セミナー①　「職業ふれあいセミナー」
～情報業～
　講　師　木村　隆夫　氏
　　　　　木村情報技術㈱　代表取締役社長
　日　時　３月１９日（水）１４：００～１６：００
セミナー②　「自分みがきセミナー」
～仕事の仕方とコミュニケーション～
　講　師　白梅　英子　氏　ル・レープ代表
　日　時　３月２７日（木）１４：００～１６：００
　受講料　無料
　定　員　各３０人　（申し込み順）
問合せ・申込み・会場
　雇用・能力開発機構　佐賀センター
　佐賀市兵庫町若宮・ＪＲ伊賀屋駅前
　☎26－9498

若者フリースペース
　求人情報、職業訓練などの情報収集、適性、業
種（職種）に関する相談など気軽に利用できる若
者フリースペースです。月～金（９時～１７時）佐
賀センター２Ｆにて無料でご利用いただけます。



情報

Consultation
各　種　相　談

時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１４：００～１５：００小城町　桜楽館毎週金曜日医師による
健康相談

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日行政相談

人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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スキルアップセミナー
みんなで楽しくコミュニケーション
～新しい季節の始まりです。

コミュニケーション術を身につけて
新たな自分と出逢ってみませんか？～

日　時　平成２０年３月１９日（水）
　　　　・昼の部　１３：３０～１５：００
　　　　・夜の部　１９：００～２０：３０
　　　　（＊昼夜とも講座の内容は同じです。）
場　所　牛津公民館　（受講料　無料）
講　師　大屋　興子さん（心理カウンセラー）　
◇こんな方にお勧めの講座です。
・自分を活性化させたい方
・人間関係を向上させたい方
・この講座に少しでも興味をもっていただけた
　らどなたでも！
定　員　各１５人　
【申し込み・問合せ】
　３月１７日（月）１７時までに電話または窓口まで
　生涯学習課　牛津公民館係　
　担当　富﨑・野中　☎63－8813

介護保険料の徴収を装った詐欺に
ご注意ください

　佐賀中部広域連合域内で高齢者宅を訪問し、
本広域連合の職員と偽り介護保険料を騙し取ろ
うとする事件が発生いたしました。「佐賀中部広
域連合からきました。介護保険料の未納があり
ますよね。」と尋ねるような言葉使いで保険料を
騙し取ろうとするものでした。
　本広域連合の職員が、各個人の御自宅を保険
料の徴収等で訪問する際は、必ず、氏名を名乗り、
身分証明証を提示しております。
　保険料に係る訪問、電話等について不審に思
われるときは、下記までお問合せください。
問合せ
　佐賀中部広域連合業務課賦課収納係
　☎0952－40－1135

レンタル自転車を小城駅に設置しました
　小城地区防犯協会・小城警察署で、「誰でも、
いつでも、自由に利用できる自転車」を試行的
に小城駅に配置しました。
～レンタル自転車をご利用される方へお願い～
１　レンタル自転車返却先
●小城駅のレンタルステーション
（小城駅東側駐輪場内に設置）
●小城市役所
　小城庁舎・三日月庁舎・牛津庁舎・芦刈庁舎
●小城警察署の交番・駐在所
●小城市内のコンビニエンスストアーに設置さ
　れた「レンタル自転車返却ステーション」
　※ステッカーが貼ってある場所
２　レンタル自転車は、原則として２日以内に
　　お戻し下さい。
３　レンタル自転車を上記ステーション以外に
　　放置しないようにして下さい。
問合せ　小城警察署生活安全課　
　　　　☎73－2281

人のうごき 人のうごき 
平成２０年２月１日現在（前月比）

46,807人
22,155人
24,652人
14,599　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（＋41）

（＋14）

（＋27）

（＋23）

住民基本台帳 
にもとづく 

確定申告と納税はお済みですか
３月１７日（月）まで○所得税

３月３１日（月）まで○消費税及び地方消費税
（個人事業者）

振替納税をご利用の方
振替日は

となります。振替日の前日までに預貯金残高のご
確認をお願いします。

４月２２日（火）○所得税

４月２４日（木）○消費税及び地方消費税
（個人事業者）
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小城市市民憲章 小城市市民憲章 
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。 

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。 

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。 

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。 

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。 

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。 

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。 

（平成１９年４月１日制定） 

（
毎
月
５
日
、
２
０
日
発
行
） 

　市教育委員会は、平成20年２月１日付けで三日月町織島玉毫寺に所在する肥
前小城藩主鍋島家墓所を市史跡に指定しました。玉毫寺は黄檗宗に属し、小城
鍋島家三代の鍋島元武によって創建されました。鍋島家墓所は玉毫寺本堂の北
東に位置しています。墓所内には三代元武、六代直員、九代直堯の藩主の墓と
家族墓３基、家臣から寄進された石燈籠など29基があります。また、指定にと
もなう調査により石燈籠の中に、中林隆経（書家　号梧竹）や、小城藩医者の
宮崎元益らが寄進した燈籠が発見されました。

玉毫寺の小城鍋島家墓所を

市史跡に指定

ぎょく こう じ

おうばくしゅう

もとたけ

なおかず

いしどうろう

たかつね

げんえき

ご ちく

なおたか

元武墓

宮崎元益寄進燈籠 中林隆経寄進燈籠

墓所全景


